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第１章 事業の目的と概要 

 

1.1 事業の目的 

我が国の森林が人工林を主体に利用期を迎えている中、この豊富な森林資源を活かして

木材需要の拡大及びそれによる林業・木材産業の成長産業化を図っていくことが重要であ

り、これに向けて、これまで木材利用が低位であった都市部や非住宅分野において木材利用

を高めるための取組を進めていくことが必要となっている。 

このため、本事業では、木質耐火部材等を利用した耐火・準耐火建築物等の建築、表示さ

れた品質や性能に基づく構造計算に対応可能な木材製品の利用、内装への木材製品の活用、

木製サッシの導入等により都市部を中心とした木材需要の拡大を図るため、木質耐火部材

等を使用した実証的な取組を支援することとした。 

 

1.2 事業の概要 

都市部での木材需要の拡大を目的に以下の項目を実施した。 

 

（１）委員会の設置 

事業の実施方針の策定のため、学識経験者で構成される委員会の設置 

 

（２）都市木利用拡大宣言事業 

工務店等木材の実需者や発注者における、これまで木材利用が低位であった都市部や

非住宅分野において木材利用の推進の機運を高めるため、「都市木利用拡大宣言」を行う

木材産業や建築業等の事業者の拡大を図る。また、宣言を行った事業者を登録・公表し、

見える化を図る。 

 

（３）都市木材需要拡大事業 

都市部での木材需要の拡大に向けた木質耐火部材等、JAS構造材、内装の木質化、木製

サッシの利用実証の取組を支援する。 
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第２章 実施内容 

2.1 委員会 

事業実施に当たって、事業内容の諮問機関として、学識経験者等から構成される委員会を

設置した。 

 

2.1.1 構成メンバー 

（１）令和５年度 

〇委員長  

林  知行  秋田県立大学              名誉教授 

 〇委員 

 稲山 正弘 東京大学 大学院農学生命科学研究科  教授   

 青木 謙治 東京大学 大学院農学生命科学研究科     准教授 

    (青木委員は稲山委員の後任として第２回委員会から参画) 

立花  敏  筑波大学 生命環境系森林資源経済学研究室 准教授    

 黒田 尚宏 公益社団法人  日本木材加工技術協会  参与  

 河合  誠  一般社団法人 日本ＣＬＴ協会  顧問  

 山田   誠  一般社団法人 建築性能基準推進協会  研究員 

 

（２）令和６年度 

 〇委員長  

立花  敏  京都大学 大学院農学研究科 森林科学専攻 教授 

 〇委員 

 青木 謙治 東京大学 大学院農学生命科学研究科     教授 

林   知行 京都大学 生存圏研究所   特任教授    

 黒田 尚宏 公益社団法人  日本木材加工技術協会  参与  

 河合  誠  一般社団法人 日本ＣＬＴ協会  顧問  

 山田   誠  一般社団法人 建築性能基準推進協会   

 

2.1.2 開催内容 

（１）令和５年度 

○第１回企画運営委員会 

日 時：令和５年７月 11日（火）14：00～15：30 

場 所:Web会議 

出席者: 林委員長、青木委員、立花委員、黒田委員、河合委員、山田委員 

議 題：令和５年度建築用木材の転換促進支援事業について 

令和５年度 JAS 構造材実証支援事業及び都市における木材需要の拡大事業に
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ついて 

 

１） 令和５年度建築用木材の転換促進支援事業について 

①「建築用木材の転換促進支援事業」（R４補正）の事業概要、②令和５年度

建築用木材の転換促進支援事業の実施状況、③建築用木材の転換促進支援事業

助成金公募要領（第２次募集）、④令和５年度事業スケジュールについて、報告・

審議を行った。 

２） 「JAS構造材実証支援事業」(R４補正）外について 

令和５年度実施 「都市における木材需要の拡大事業」(R５当初、R４繰越）  

及び「JAS 構造材実証支援事業」(R４補正）の事業概要比較表について報告・

審議を行った。 

 

○第２回企画運営委員会 

日 時：令和６年３月 19日(火)10：30～12：00 

場 所：Web会議 

出席者：林委員長、青木委員、立花委員、黒田委員、河合委員、山田委員 

議 題：令和５年度 JAS構造材実証支援事業等の実施状況について 

    令和６年度 JAS構造材実証支援事業等の実施予定について 

 

１） （R４補正）建築用木材の転換促進支援事業、（R４補正）JAS構造材実証支援

事業、（R４繰越）都市における木材需要の拡大事業、（R５当初）都市における

木材需要の拡大事業について 

①事業申請期間、②交付申請締切、③応募件数、審査結果等について説明し、

承認された。 

 

２） （R５補正）JAS構造材実証支援事業、（R５繰越）都市における木材需要の拡

大事業、（R５補正）花粉症対策木材利用促進事業について 

    ①登録期間予定、②交付申請締切予定、③事業概要・予算等について説明

し、承認された。なお、４月に開催予定のＲ６年度第１回企画運営委において、

公募要領等について説明することとした。 

 

（２）令和６年度 

 〇第１回企画運営委員会 

日 時：令和６年７月３日（火）14：00～16：00 

場 所: Web会議 

出席者: 立花委員長、黒田委員、河合委員 
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議 題：JAS構造材実証支援事業の公募結果について 

都市における木材需要の拡大事業の本年度の実施について 

    花粉症対策木材利用促進事業の本年度の実施について 

 

１） JAS構造材実証支援事業の公募結果外について 

(R５補正）「JAS 構造材実証支援事業」の公募状況及び(R６当初、R５繰越）

令和６年度実施 「都市における木材需要の拡大事業」の事業概要比較表に

ついて説明・報告・審議を行った。 

２） 令和６年度花粉症対策木材利用促進事業について 

①（R５補正）「花粉症対策木材利用促進事業」の事業概要、②（R５補正）

「花粉症対策木材利用促進事業」の実施状況、③花粉症対策木材利用促進

事業助成金公募要領案について、説明・審議を行った。 

 

〇第２回企画運営委員会 

日 時：令和７年３月 19日(火)14：00～16：00 

場 所：Web会議 

出席者：立花委員長、林委員、黒田委員、河合委員 

議 題：令和６年度 JAS構造材実証支援事業等の実施状況について 

    令和７年度 JAS構造材実証支援事業等の実施予定について 

 

１）（R５補正）JAS 構造材実証支援事業、（R５補正）「花粉症対策木材利用促進事業」、

（R５繰越）都市における木材需要の拡大事業、（R６当初）都市における木材需

要の拡大事業の実施状況について 

①事業申請期間、②交付申請締切、③応募件数、審査結果、④採択事例、⑤

事業報告書案等について説明し、承認された。 

２）（ R６補正）JAS構造材実証支援事業、（R６補正）花粉症対策木材利用促進事業、

（R６繰越）都市における木材需要の拡大事業について 

①事業申請期間予定、②交付申請締切予定、③事業概要・予算、④公募要領

変更の主な検討事項等について説明し、承認された。また、４月又は５月

に開催予定のＲ７年度第１回企画運営委において、公募要領等について

説明することとした。 

 

 

2. 2 都市木利用拡大宣言事業 

2.2.1 目的 

 工務店等木材の実需者や発注者における、これまで木材利用が低位であった都市部や
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非住宅分野において木材利用の推進の機運を高めるため、「都市木利用拡大宣言」を行う

木材産業や建築業等の事業者を拡大すると共に、宣言を行った事業者を登録・公表し、見

える化を図ることを目的とする。 

 

2.2.2 事業内容 

都市木利用拡大宣言事業は、木材の利活用に積極的な施主、設計者、施工者、木材関係

事業者等の木造建築物の施工関係者を対象として、都市部や非住宅分野における木材の

活用拡大を目的とした宣言および目標を立てていただき、それを当連合会が設置するホ

ームページで公開することにより、各事業者間の需給マッチングを支援するものである。 

登録事業者に登録申請する場合には、下記の申請書等を提出するものとした。 

① 「都市木利用拡大宣言登録申請書及び付表」（参考１の図 2.2.2-1～図 2.2.2-3） 

② 誓約書（参考１の図 2.2.2-4） 

③ 提出者の概要が判る書類（株主総会資料、会社概要等） 

  

申請書等の提出期間は、令和５年度においては 2023年６月５日から 2024年 3月 22日

まで、令和６年度においては 2024 年 6 月 24 日から 2025 年 3 月 21 日までを募集期間と

した。 

参考１の図 2.2.2-1 に示すとおり活用宣言は都市部等において木造建築の普及、内装

の木質化、木材製品の利用拡大等を今後どのようにしていくか等について宣言し、具体的

な目標は宣言内容を具体的にどのように実現していくかを 3 年後の目標を記入していた

だくこととしている。 

この目標については、令和 6 年度募集では 3 か年目標として各年度に具体的な数値目

標を設定することとした。 

また、6年度実施の「都市における木材需要拡大事業」の必須要件とした。 

事務局は、これらの内容を確認し、宣言事業者として適当だと判断した申請者を登録し、

その内容について都市における木材需要の拡大事業のホームページで公開を行った。 

登録後は、参考１の図 2.2.2-5の宣言様式４号を作成していただき、自社のホームペー

ジに掲載、もしくは印刷して事務所に掲示していただくことにしている。 

申請書類作成作業を円滑に進めていただくため、参考１の図 2.2.2-6～2.2.2-9のとお

り記入例を作成し、ホームページで公開を行った。 

また、宣言事業者一覧をホームページで公開した。 
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2.2.3 事業の成果 

  令和 7年 3月 21日時点で 124社追加登録があり、総数で 207社となった。 

追加登録は以下のとおり。 

  

表 2.2.3-1 令和 6年度追加宣言登録者一覧 

 

宣言事業

者№
事業者名 都道府県 市区町村 宣言

C0084 株式会社アメニティジョイハウス 千葉県 船橋市 JAS構造材利用率アップ

C0085 株式会社KANAE 兵庫県 神戸市 JAS構造材で都市の木造化促進！！

C0086 株式会社エヌエスハウジング 東京都 中野区 JAS構造材での都市の木造推進！

C0087 ライフデザイン・カバヤ株式会社 岡山県 岡山市
人に優しい「木」の特徴を最大限に活かした木造建築物を推進い

たします。

C0088 株式会社シー・エス・ランバー 千葉県 千葉市 JAS構造材で都市の木造化推進

C0089 二宮木材株式会社 栃木県 那須塩原市 JAS構造材が当たり前になることを目指して！

C0090 青山ホーム株式会社 新潟県 新潟市 JAS構造材で都市の木材推進！！

C0091 株式会社甲谷建設 北海道 札幌市 JAS構造材で都市の木造化を推進します。

C0092 株式会社ケーティアイ建設工業 大阪府 大阪市
JAS構造材でアパートを建築し安心安全な住まいを提供いたしま

す。

C0093 太平ハウジング株式会社 岐阜県 可児市 JAS構造材を使用した木造建築推進

C0094 株式会社ケーテック 岩手県 盛岡市 JAS構造材を活用した都市の木造化促進

C0095 株式会社日建ホームズ 愛知県 一宮市
クリーンウッド法に適合したJAS構造材の非住宅への採用を拡大し

て行きます。

C0096 株式会社佐野製材所 静岡県 静岡市 木に包まれた空間の創造

C0097 京葉エステート株式会社 千葉県 船橋市 JAS構造材で都市の木造化の拡大！

C0098 株式会社ストローブ 北海道 札幌市 大都市の生活を、耐火木造建築で快適な住環境を提供します

C0099 株式会社アキヤマ 静岡県 静岡市
都市建築物におけるJAS構造材利用促進により、サスティナブルな

都市環境を育成することに寄与する！

C0100 朝日建設株式会社 新潟県 新潟市 JAS構造材の活用で市街地中心部の木造化を推進します。

C0101 遠田建設株式会社 千葉県 市川市 JAS構造材で都市における地球温暖化の緩和を目指します。



8 

 

 

C0102 株式会社ホームテック 東京都 町田市 JAS構造材で都市の木造化推進

C0103 株式会社丸産技研 神奈川県 横浜市 木に包まれた快適空間の創造

C0104 株式会社 AJライフデザイン 千葉県 船橋市 JAS構造材利用率アップ！

C0105 ジョジョクリエイツ株式会社 東京都 中央区
耐火・準耐火の木造建築の施工倍増　技術で拓く木造耐火建

築！

C0106 株式会社オオナリプランニング 神奈川県 横浜市 JAS構造材で都市の木造化推進

C0107 株式会社アートクラフト 埼玉県 川越市 JAS構造材で都市の木造化推進

C0108 株式会社シー・エス・ホーム 千葉県 千葉市 JAS構造材で都市の木造化推進

C0109 株式会社沢田工務店 愛知県 半田市 JAS構造材で都市の木造化推進

C0110 株式会社ecoaハウス 北海道 千歳市 JAS構造材で「無垢ファースト設計」を宣言いたします。

C0111 田中工業株式会社 鳥取県 鳥取市
JAS構造材で都市の木造化推進を図り利用率の向上を目指しま

す。

C0112 株式会社TASK 北海道 函館市 JAS構造材の利用効率向上を目指します！

C0113 株式会社YAZAWA LUMBER 東京都 立川市 JAS構造材の利用を積極的に行います。

C0114 パナソニックリビング中四国株式会社 広島県 広島市 耐火・準耐火の非住宅木造建築の施工数の大幅増

C0115 新日本ホームズ株式会社 福岡県 北九州市 JAS構造材を利用した都市での木造建築を進めていく。

C0116 株式会社SeOmi 滋賀県 栗東市 JAS構造材で都市の木造化推進に貢献します

C0117 尾﨑林産工業株式会社 京都府 綴喜郡井手町 無垢内装材のことならお任せください！

C0118 株式会社タイセイ 京都府 綴喜郡井手町 木のぬくもりで快適な空間をご提案します！

C0119 ポラテック株式会社 埼玉県 越谷市
JAS構造材を積極的に活用し、非住宅分野での木材需要拡大を

図ります

C0120 ポラテック富士株式会社 静岡県 富士市
JAS構造材を積極的に活用し、非住宅分野での木材需要拡大を

図ります

C0121 ポラテック西日本株式会社 滋賀県 甲賀市
JAS構造材を積極的に活用し、非住宅分野での木材需要拡大を

図ります

C0122 ポラテック東北株式会社 宮城県 加美郡加美町
JAS構造材を積極的に活用し、非住宅分野での木材需要拡大を

図ります

C0123 ポラテック九州株式会社 佐賀県 唐津市
JAS構造材を積極的に活用し、非住宅分野での木材需要拡大を

図ります

C0124 株式会社岡本銘木店 大阪府 吹田市 都市の木造建築物に対してJAS構造材の利用拡大！！

C0125 株式会社成建 神奈川県 川崎市
横浜川崎エリア中心に住宅を提供する一企業として、JAS構造材

を積極的に使用し、より安心な住宅、町づくりに助力いたします。



9 

 

 

C0126 アキツ工業株式会社 大阪府 大阪市
都市部の中・大規模建物を木造建物にし、木の未来を広げる準

耐火(耐火)木造建築を増やす！！

C0127 ou2株式会社 東京都 江東区
東京において木造耐火構造提案企画NO1になる

コンクリート住宅9割の沖縄においてJAS構造材住宅を普及させる

C0128 三井ホーム株式会社 東京都 江東区 JAS構造材を利用し木造マンション倍増

C0129 株式会社ベターホーム 大阪府 吹田市
JAS構造材で都市の木造化推進

木に包まれた快適空間の創造

C0130 株式会社いなほ工務店 兵庫県 尼崎市 無垢内装材を使用した心地よい暮らしを提案し続けます！

C0131 株式会社アートホーム 北海道 北見市 JAS構造材で木造化の推進に努めます

C0132 アーキ・マコト株式会社 大阪府 大阪市 非木造の大型建築計画を木造でプレゼン！！

C0133 小野建設株式会社 静岡県 三島市 JAS構造材で都市部の木造化推進とカーボンニュートラル化促進

C0134 株式会社小野工務店 愛知県 豊橋市
木材を積極的に活用し、「住みやすい」「働きやすい」「安心できる」

木造建築物を、デザイン・設計・施工を通じ推進します！

C0135 株式会社重川材木店 新潟県 新潟市 JAS構造材で信頼の建築をささえます。

C0136 有限会社野﨑建設工業 千葉県 八街市 JAS構造材で都市の木造推進

C0137 株式会社貴重企画 福岡県 久留米市
確かな信頼のJAS構造材を活用し確かな技術で都市における木

造化を推進します

C0138 大和財託株式会社 東京都 渋谷区 自社施工物件のJAS構造材利用率拡大を目指す

C0139 マツシマ林工株式会社 徳島県 徳島市
・高品質のプレカット部材をお届け致します。

・JAS構造材でのプレカットはお任せ下さい。

C0140 株式会社ウッド・ストラクチャー 茨城県 古河市
・高品質のプレカット部材をお届け致します。

・JAS構造材でのプレカットはお任せ下さい。

C0141 近鉄不動産株式会社 大阪府 大阪市
木質構造材の利用拡大、木造非住宅建物の普及促進に努めま

す。

C0142 株式会社創建 静岡県 袋井市 JAS構造材で都市の木造化推進！！

C0143 株式会社アイ建設 神奈川県 横浜市 JAS構造材で都市の木造化推進

C0144 株式会社おひさま不動産 千葉県 香取郡多古町 JAS構造材で都市の木造化推進

C0145 株式会社ZIRITZ 東京都 千代田区 JAS構造材で都市の木造化推進

C0146 株式会社ジーク 大阪府 大阪市 JAS構造材で顧客に喜びを、住環境の改善を行います

C0147 株式会社杉本組 三重県 四日市
設計・施工にあたり、JAS構造材・CLTを用いた構造と内装材・木

製窓の使用を積極的に採用します。

C0148 O・K corporation株式会社 東京都 中央区 JAS構造材で都市の木造化推進

C0149 三菱地所ウッドビルド株式会社 千葉県 千葉市 非木造建築物の木造・木質化推進に貢献します！！
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C0150 株式会社HLC 愛知県 名古屋市 JAS構造材で都市の木造化推進！！

C0151 スターツCAM株式会社 東京都 中央区 JAS構造材で都市の木造化を推進します。

C0152 株式会社TAKEMATSU 熊本県 熊本市 非住宅のJAS構造材利用普及に努める。

C0153 株式会社Same Picture Company 神奈川県 三浦郡葉山町 国産の木を使った日本の風土気候に合う建築をつくる

C0154 株式会社じょうてつ 北海道 札幌市 JAS構造材の利用推進を目指します！

C0155 株式会社山口建設 栃木県 足利市 JAS構造材で都市の木造化推進！

C0156 北見第一木材株式会社 北海道 北見市 都市部・非住宅におけるJAS製材の利用拡大に努めます

C0157 株式会社セルビーハウジング 兵庫県 赤穂市
JAS構造材を使用して、デザインだけでなく、高気密・高断熱・高

耐震など、高性能の住宅を提供します

C0158 山万株式会社 東京都 中央区 木に包まれた快適空間の創造

C0159 株式会社総合設計 北海道 帯広市 JAS構造材で非住宅物件の推進を図る

C0160 中部ホームサービス株式会社 愛知県 豊橋市

JAS構造材の利用と内装材仕上げ材を利用した耐火・準耐火木

造建築物の部材供給、建設支援を推進します。

C0161 石友ウッドビルディング株式会社 石川県 野々市
非住宅分野においてJAS構造材利用の推進と機運を高め、木材

産業や建築業等の事業者の拡大を図ります。

C0162 株式会社アイバン 徳島県 吉野川市
営業活動（基礎施工）時の発注者への御用聞き及び木材を利

用した追加工事の提案、木製看板の使用・提案

C0163 株式会社エボティ 徳島県 吉野川市
営業活動（電気施工）時の発注者への御用聞き及び木材を利

用した追加工事の提案、木製看板の使用・提案

C0164 株式会社セレクトホーム 兵庫県 神戸市
JAS構造材で都市の木造化推進！

木に包まれた快適空間の創造！

C0165 株式会社グッド住マイル 北海道 帯広市 JAS構造材で木造建築物の施工倍増！

C0166 株式会社ハウゼ 神奈川県 横浜市 JAS構造材　利用率維持

C0167 飛栄建設株式会社 北海道 札幌市 木造非住宅建築物にJAS構造材を積極的に活用します

C0168 株式会社佐藤製材工場 北海道 斜里郡斜里町 建築物の木質化によりJAS構造材の普及に努力します

C0169 株式会社三幸住研 大阪府 豊中市 非住居建築を鉄質から木質へ【SDGｓ】

C0170 株式会社吉住工務店 兵庫県 丹波市 非住宅木造建築の推奨・提案をしていきます！

C0171 CLIFF Design株式会社 大阪府 大阪市 事業主に木造の良さをアピールし木材利用の拡大に努めます

C0172 株式会社シガウッド 滋賀県 長浜市 JAS構造材の常時取り扱いと普及拡大に取り組んでいきます

C0173 株式会社鳥羽建設 群馬県 高崎市 耐火・準耐火の木造建築の施工倍増
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C0174 エステート住宅産業株式会社 栃木県 宇都宮市 JAS構造材利用率向上に努めます

C0175 株式会社東海・ビルド 愛知県 名古屋市 JAS構造材で都市の木造化を推進します！

C0176 株式会社空間デザイン一級建築士事務所 静岡県 静岡市 当社は木造ファースト設計を致します

C0177 株式会社山長商店 和歌山県 田辺市 JAS機械等級区分構造用製材なら(株)山長商店！

C0178 株式会社太陽ホーム 北海道 河東郡音更町 JAS構造材で都市の木造化を推進いたします。

C0179 有限会社石牧建築 静岡県 浜松市
地域材を活かした木造建築・空間の創造

総合的な木造建築の担い手として都市の木造化を推進

C0180 株式会社スタジオCoCo-Li 千葉県 船橋市 JASの構造材を最大限活用した住まいづくりを推進します。

C0181 有限会社プラザハウス 北海道 釧路市 JAS構造材利用率をアップします。

C0182 エイベルホーム株式会社 北海道 恵庭市 JAS構造材で信頼の建築を支えます。

C0183 株式会社坂詰製材所 新潟県 阿賀野市 JAS構造材の増産と普及に努めます。

C0184 坂井建設株式会社 新潟県 長岡市 JAS構造材で信頼の建築を支えます

C0185 株式会社中東 石川県 能美市 耐火・準耐火の建築物の普及・利用拡大を推進します。

C0186 生和コーポレーション株式会社 東京都 千代田区

当社は木造（2x4）の集合住宅を拡販しており、性能担保として

JAS構造材の利用は必須と考え、建物ベースとして推進いたしま

す。

C0187 株式会社Wise Forma 岐阜県 瑞穂市 木のぬくもりを感じる唯一無二の家づくり

C0188 丸喜株式会社齋藤組 青森県 青森市 地域木材と自社大工の力で木造建築を増やします！

C0189 株式会社大之木ダイモ 広島県 呉市 木まじめな家

C0190 友和産業株式会社 北海道 室蘭市 木造建築物の準耐火構造促進を宣言します。

C0191 合同会社エス・エー・シー 静岡県 島田市 木に包まれた生活をご提供いたします

C0192 古郡ホーム株式会社 埼玉県 深谷市 都市部の非住宅建物をJAS構造材の利用により木造化推進！

C0193 ケイエイツー株式会社 宮崎県 北諸県郡三股町 JAS構造材で安心できる木造建築を目指します！

C0194 有限会社松永和廣設計事務所 静岡県 静岡市 木造による快適な大空間の提案を促進します

C0195 株式会社入倉工務店 埼玉県 川越市
都市部におけるJAS構造材を用いた準耐火木造建築物の施工を

推進してまいります！！

C0196 株式会社スカイ 静岡県 磐田市 JAS構造材のプレカット加工はお任せください

C0197 今井産業株式会社 島根県 江津市 耐火・準耐火の木造建築の施工倍増！
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C0198 株式会社アーバン三越 新潟県 長岡市
木に包まれた快適空間の提供を拡大

JAS構造材で木造化推進

C0199 株式会社角繁 秋田県 秋田市 JAS構造材で非住宅分野での需要拡大を図ります。

C0200 株式会社エーティーエム建築 奈良県 奈良市
JAS構造材を住宅・非住宅どちらも積極的に利用し木造化を進め

ます

C0201 大和ハウス工業株式会社 大阪府 大阪市
非住宅分野において、木造の耐火・準耐火建築物の普及に努め

ます

C0202 株式会社セレクト 茨城県 つくば市 都市の木材利用で地域温暖化対策！

C0203 株式会社オノコム 愛知県 豊橋市
店舗や事務所、工場など鉄骨造が主流の現状を変革するために、

環境にもコストにも配慮した木造建築を推進します！

C0204 株式会社スガノ 広島県 広島市

広島都市木造トップランナー！当社は、都市部を中心とした木材

の利用の拡大に取り組み、以下の3ヶ年目標の実施に向けて努力

することとします。

C0205 株式会社尼崎工務店 大阪府 堺市 JAS構造材を普及の促進に邁進いたします。

C0206 大舘建設株式会社 静岡県 熱海市 JAS構造材で都市の木材化推進を目指します。

C0207 有限会社クエストワークス一級建築士事務所 東京都 墨田区 木を使ってすべての命が輝く豊かな場をつくります
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2.3 都市における木材需要拡大事業 

2.3.1 目的 

本事業では、建築事業者等に地域の先例となる建築物の構造部分等に木質耐火部材等を

利用すること、非住宅建築物等において類似例の拡大が期待できる建築の構造部分等に

JAS構造材（機械等級区分構造用製材、２×４工法構造用製材、ＣＬＴ、構造用集成材、

構造用 LVL）を利用すること、建築物の利用者の目に触れやすく木材利用の普及効果の高

い内装部材に木材製品を利用すること、非木質系資材が太宗を占める窓のサッシの木質化

を推進するため先導的な事例となる木製サッシを導入することを通じて、設計、調達、施

工時等における木材製品の利用に関する課題の抽出、改善策の提案などを行っていただく

ことにより、都市部における木材の需要拡大を目的とする。 

 

2.3.2 事業内容 

（１）事業対象者 

都市木材需要拡大事業に申請できる者は、第６に定める都市木材需要拡大事業の対象物

件において木材製品を利用する施工者であって、以下の全ての要件を満たす者とした。  

ア 都市木利用拡大宣言事業又は JAS構造材活用宣言事業の宣言事業者であること（※R6事

業においては、都市木利用拡大宣言事業で宣言事業者であって、当該事業への申請年度を

初年度とする３か年目標を有する者であること。） 

イ （※R6事業のみ）木材 SCM(サプライチェーンマネージメント)支援システム「もりんく」 

（https://molink.jp/）の登録者であること。 

ウ事業内容を行う意思及び具体的計画を有し、かつ事業を的確に実施できる能力を有する

者であること。 

エ 都市木材需要拡大事業に係る経理及びその他の事務について、適切な管理体制及び処理

能力を有する者であること。 

オ 公正取引委員会から、私的独占の禁止及び公正取引の確保に関する法律（昭和 22 年法

律第 54 号）に基づく排除措置命令又は課徴金納付命令を受けた者でないこと。 

カ 建設業法（昭和 24 年法律第 100 号）第２条第３項に定める建設業者であり、かつ申

請に係る対象物件の工事を行うに当たり必要な建設業法第３条第１項に定める許可を受

けた者であること。 

ただし、当該許可が不要な物件の場合は、この限りではない。 

キ （※R6事業のみ）自ら又は実質的に経営権を有する者が、暴力団、暴力団員、暴力団準

構成員、暴力団関係企業、総会屋、社会運動等標榜ゴロ、特殊知能暴力集団、若しくはこ

れらに準ずる者又はその構成員、又は過去５年以内にこれらに該当したことがある者（以

下「反社会的勢力」といいます。） ではないこと。 

ク （※R6事業のみ）過去３か年度内に、全木連が実施した林野庁所管事業において、補助

金等の返還命令を受けた者でないこと。 
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ケ 木質耐火部材等又は JAS 構造材の区分に係る申請をする場合については、建築基準法

第６条第１項若しくは同法第６条の２第１項の規定による確認の申請又は同法第 18 条

第 2項の規定による通知（以下「建築確認申請等」という。）において都市木材需要拡大

事業に申請する建築物の施工者として確認できる者、又は工事請負契約書等で工事の一部

を請け負っている事業者のうち、施工者として確認できる者から都市木材需要拡大事業に

申請する権利の委譲を受けた者であること。ただし、対象物件の工事に当たって、建築確

認申請等を要さない場合は工事請負契約書等において同様の確認ができる者であること

（※R6事業では当該但し書きを削除）。 

コ （※R6事業のみ）JAS構造材の申請をする場合については、「建築物に利用した木材に係

る炭素貯蔵量の表示に関するガイドライン」 

（https://www.rinya.maff.go.jp/j/mokusan/mieruka.html）による炭素貯蔵量の算定又は、

建築時の二酸化炭素排出削減効果の算定を行う者。 

サ 都市木材需要拡大事業を同年度に３棟以上（※）申請する者にあっては、３棟目の都市

木材需要拡大事業申請をするまでに「合法伐採木材等の流通及び利用の促進に関する法律」

（平成 28 年法律第 48 号。以下「クリーンウッド法」という。）に基づく登録を受けてい

ること。なお、木質耐火部材等又は JAS 構造材の区分に係る申請に係る物件において内

装材又は木製サッシの区分に係る申請を同一の物件で行う場合、その棟数は１とする。 

シ 都市木材需要拡大事業を同年度に３棟以上申請する者にあっては、サに加え、次のいず

れかの要件を満たすものとする。  

（ア） 木材 SCM（サプライチェーンマネージメント）支援システム「もりんく」 

(https://molonk.jp/)の登録者（※R6事業においては（実証事業において、JAS 構造材

の供給者が「もりんく」の登録者であり、対象となる JAS構造材について、「もりんく」

の「JAS等構造材」へ製品登録していること。）  

（イ）山元の素材生産事業者等と安定供給などの協定を締結した JAS 構造材生産施設を有

する宣言事業者との共同申請をする者。  

（ウ）「脱炭素社会の実現に資する等のための建築物等における木材の利用の促進に関する

法律」 （平成 22年法律第 36号）第 15条の建築物木材利用促進協定に基づく協定締結

者。（建築物木材利用促進協定を締結した団体に属するのみでは該当しない。） 

（エ）建築物木材利用促進協定を締結した宣言事業者である建築主との共同申請をする者  

（オ）JAS 構造材以外の区分に係る申請をする場合については、「建築物に利用した木材に

係る炭素貯蔵量の表示に関するガイドライン」 

（https://www.rinya.maff.go.jp/j/mokusan/mieruka.html）による炭素貯蔵量の算定又

は、建築時の二酸化炭素排出削減効果の算定を行う者 

ス 3 階以下（※R6 事業においては４階未満）の共同住宅及び長屋（以下「低層集合住宅

等」という。）を対象物件として申請しようとする者にあっては、申請の対象となる物件が

１棟以内であり、かつ、同一年度内に他の低層集合住宅等について本事業による助成を受

https://molonk.jp/
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ける予定がないこと。 

 

※（※R6 事業のみ）都市木材需要拡大事業を、同年度に最上階から数えて４以上のすべて

の階が助成対象（利用の区分が木質耐火部材等又は JAS構造材のものに限る。）となる建

築物であって地上４階以上の建築物を含めて申請する者にあってはシの「３棟以上申請

する者」を「４棟以上申請する者」に読み換えるものとする。 

 

（２）対象とすることができる物件 

都市木材需要拡大事業の対象とすることができる建築物（仮設建築物を除く）は、木材

製品を利用するものであって、次の要件を全て満たす物件とする。なお、内装材（内装材

利用面積が 10 ㎡を超えるものに限る。）又は木製サッシのみの木材製品を利用する場合

も同様とする。 

ア 建築主が国でないもの。 

イ 表 2.3.2-1（※R6事業は表 2.3.2-2）に掲げる用途のもの。 

ウ 建築物において基礎より上部の部分において本事業以外に国、地方公共団体、その他

の公的機関等からの補助や助成を受けていないもの。ただし、地方公共団体及びその他

の公的機関（以下「補助事業実施機関」という。）が実施する補助や助成において、そ

の財源に国庫からの助成金、交付金その他国の資金（地方交付税交付金、森林環境譲与

税を除く。）が含まれていないことを補助事業実施機関の資料により確認できる場合は

この限りでない。 

エ 反社会的勢力が整備し、又は所有するものでないもの。 

オ 木質耐火部材等及び JAS 構造材の区分の対象とする物件にあっては、新築及び増改築

する部分の床面積の合計（非木造部分を除く。）が 10 ㎡を超えるものであるもの。 

カ 木質耐火部材等及び内装材の区分の対象とする物件は、耐火・準耐火性能等が求めら

れる建築物又はこれらと同等の性能を有する建築物であるもの。 

キ JAS 構造材の区分の対象とする物件は、構造部の柱、梁桁など指定する部位で JAS構

造材を使用した建築物であるもの。 

ク （※R6事業のみ）低層共同住宅等については延床面積 500㎡を超えるもの又は３階建

て以上の建築物であるものに限る。 
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表 2.3.2-1 建築確認申請の区分による助成対象建築物
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表 2.3.2-2 建築確認申請の区分による助成対象建築物（※R6事業） 
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（３）助成対象となる木材製品の利用 

助成対象となる木材製品の利用の範囲は、利用の区分ごとに以下に定めたものとし、助

成対象となる木材製品は、クリーンウッド法に基づき合法性を確認した木材であること

を実証事業者が書面により確認したものとする。 

Ⅰ 木質耐火部材等 

木造又は木造とそれ以外の構造との混構造の建築物を新築、増築、改築する場合（建

築確認申請等を提出するものに限る。）の木質耐火部材等の利用を対象とする。 

Ⅱ JAS 構造材 

木造又は木造とそれ以外の構造との混構造の建築物を新築、増築、改築する場合（建

築確認申請等を提出するものに限る。）の JAS構造材の利用を対象とし、助成対象とな

る要件及び助成対象となる木材（以下「助成対象木材」という。）は、以下に定めたも

のとする。  

ア 助成対象となる要件  

助成を受けようとする建築物において、次の①から③までのいずれかを満たすこと。  

① 機械等級区分構造用製材が、構造部の柱、梁桁、トラス、土台のいずれかに使用

されること。  

② ２×４工法構造用製材、構造用集成材、構造用 LVL 又は CLT が構造部の壁、床、  

屋根、柱、梁桁、トラス、土台のいずれかに使用されること。  

③ （※R6事業のみ）保存処理材の全部または一部が、構造耐力上主要な部分の土台

等に使用されることを必須とする。  

イ 助成対象木材  

助成対象木材は、Ⅱアの助成対象となる要件を満たした階（以下「助成対象階」とい

う。）で使用する JAS 構造材を対象とする。 

 

Ⅲ 内装材 

（２）のカに定める要件を満たす建築物の新築、増築、改築、修繕等する場合の内装

材の利用を対象とする。 

 

Ⅳ 木製サッシ 

 建築物の新築、増改築、修繕等する場合の木製サッシの利用を対象とする。 
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表 2.3.2-2 事業の組み合わせの可否について 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（４）助成金額 

助成金の額は以下のⅠからⅣまでの利用の区分ごとに規定するものとし、区分ごとに①、

②、③（Ⅰ木質耐火部材等の区分にあっては①と②）を比較し、最も低い金額から 1,000 円

未満の端数を切り捨てた額とする。 

ただし、助成額の上限は、Ⅰ木質耐火部材等及びⅡJAS 構造材の区分にあっては、１棟の

都市木材需要拡大事業に対して、15,000,000 円を上限とするが、延床面積の合計 1,000㎡

（R6事業は 3,000 ㎡）以上の建築物の場合、または助成対象となる階が最上階から数えて

４以上の建築物は 30,000,000円を上限とする（Ⅲ内装材又はⅣ木製サッシの区分に係る助

成を併用する場合を含む。）。 

また、Ⅲ内装材の区分にあっては、１棟の都市木材需要拡大事業に対して 10,000,000 円

を上限とし、Ⅳ木製サッシの区分にあっては、１棟の都市木材需要拡大事業に対して 

1,000,000円を上限とする。 

 

Ⅰ 木質耐火部材等 

ア 燃えしろ製材を活用した建築物 

製材品の厚みにより燃えしろを確保することで必要な準耐火性能等を満たす建築物 

① 事業申請時に申告する木造又は木造とそれ以外の構造との混構造とする予定の階 

事業の組み合わせの可否について 
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の木造又は混構造に係る床面積の合計に 14,200円（R6事業は 13,600円）／㎡を乗

じた金額 

② 交付申請時に申告する木造又は木造とそれ以外の構造との混構造とした階の木造 

又は混構造に係る床面積の合計に 14,200円（R6事業は 13,600円）／㎡を乗じた金  

額 

 

イ その他 

ア以外の方法により必要な耐火性能または準耐火性能等を満たす建築物 

① 事業申請時に申告する木造又は木造とそれ以外の構造との混構造とする予定の階 

の木造又は混構造に係る床面積の合計に 12,500円（R6事業は 11,900円）／㎡を乗 

じた金額 

② 交付申請時に申告する木造又は木造とそれ以外の構造との混構造とした階の木造 

又は混構造に係る床面積の合計に 12,500円（R6事業は 11,900円）円／㎡を乗じた 

金額 

ウ CLTを利用した建築物 

CLTを利用した建築物で必要な耐火・準耐火性能等を満たすものについては、ア、イ

の規定にかかわらず、次の算定によることができる。なお、ア又はイの助成金と併用す

ることはできない。 

① 事業申請時に申告する利用予定の CLT の材積の合計に 170,000円（R6事業は 

16,000円）／㎥を乗じた金額 

② 交付申請時に申告する利用した CLT の材積の合計に 170,000 円（R6 事業は

16,000円）／㎥を乗じた金額 

 

Ⅱ JAS 構造材 

ア 事業申請時に申告する助成対象木材のうち、（３）イで規定する助成対象階で使用

予定の構造用製材、２×４工法構造用製材、構造用集成材、構造用 LVL、保存処理材の

材積に 66,000 円（R6 事業は 60,000 円）／㎥を乗じた金額及び CLT の材積の合計に

140,000円（R6事業は 130,000円）／㎥を乗じた金額に、助成対象階で使用予定の構造

用合板、構造用パネルの調達費に１/２を乗じた額を加算した金額。  

イ 交付申請時に申告する助成対象木材のうち、（３）イで規定する助成対象階で使用した

構造用製材、２×４工法構造用製材、構造用集成材、構造用 LVLの材積に 66,000円（R6

事業は 60,000 円）／㎥を乗じた金額及び CLT の材積の合計に 140,000 円（R6 事業は

130,000円）／㎥を乗じた金額に、助成対象階で使用した構造用合板、構造用パネルの

調達費に１/２を乗じた額を加算した金額。  

ウ 交付申請を行う構造用製材、２×４工法構造用製材、構造用集成材、構造用 LVL及び

CLT の調達費に、助成対象階で使用した構造用合板、構造用パネルの調達費に１/２を



23 

 

乗じた額を加算した金額。 

 

Ⅲ 内装材 

ア 事業申請時に申告する、壁及び天井に係る内装材利用面積に 11,000 円／㎡を乗じた

金額及び床に係る内装材利用面積に 7,000円／㎡を乗じた金額を加算した金額  

イ 交付申請時に申告する、壁及び天井に係る内装材利用面積に 11,000 円／㎡を乗じた

金額及び床に係る内装材利用面積に 7,000円／㎡を乗じた金額を加算した金額  

ウ 交付申請時に申告する、壁、天井及び床に係る内装材の調達費 

 

Ⅳ 木製サッシ 

ア 事業申請時に申告する助成対象木製サッシの窓数に１窓当たり 60,000 円を乗じた金

額  

イ 交付申請時に申告する助成対象木製サッシの窓数に１窓当たり 60,000 円を乗じた金

額  

ウ 交付申請時に申告する助成対象木製サッシの調達費（窓ガラスに係る金額を含めるこ

とも可とする。）に１/２を乗じた金額 

 

※ 助成対象となる物件について、木質耐火部材等に係る助成と JAS 構造材に係る助成

を併用して受けることができないものとする。  

※ 上記の規定にかかわらず、都市木材需要拡大事業において採択した事業の助成予定

額の合計が予算額を上回った場合には、個々の都市木材需要拡大事業に係る助成金の

額を調整することがある。 

 

（５）事業の流れ 

事業の流れは、図 2.3.2-1のとおりである。 

事業の募集は、募集期間の前倒し措置は取らないこととし、募集内容の公表：令和６年

７月２６日、事業申請期間：令和６年７月３１日～８月９日、交付申請締切：令和６年 

１１月２９日として１回行った。ただし、4階建て以上の建築物については締め切りを 

１２月１０日まで延長することとした。 

① 実証事業者は、公募開始から事業を開始（木材発注や材料指示等）することができ

る。 

② 実証事業者は、様式１号の事業申請を締め切り日までに事務局へ提出する。 

③ 事務局は、申請受付後内容を確認した上で様式２号の受付書を発行する。 

④ 事務局は書類内容について審査を行い、問題ないと判断できた場合には様式３号

の結果通知書の発行を行う。 

⑤ 建て方終了後、事務局は、一部実証事業者を対象として助成対象となる木材製品に
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ついての使用状況の確認を行う。 

⑥ 助成対象木材の施工完了後、実証事業者は様式６号の交付申請を締め切り日まで

に事務局へ提出する。 

⑦ 事務局は書類内容について審査を行い、問題ないと判断できた場合には様式７号

の決定通知書の発行を行う。 

⑦ 実証事業者は様式９号の請求書を事務局へ提出する。 

⑧ 事務局は助成金の支払いを行う。 

 

図 2.3.2-1 事業の流れ
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2.3.3 事業申請における審査 

（１）事業申請書様式 

事業申請者は、都市木材需要拡大申請書（様式１号）、都市木材需要拡大事業に係る確認

及び同意書、環境負荷低減のチェックシート・宣言の３か年目標及びもりんくの登録者であ

ることを示す資料並びに下記の書類一式を書面により提出するものとした。  

 提出書類は下記のとおりである。 

ア 申請の区分ごとの様式１号に示す付属資料（図面、建築確認申請、事業許可証、工程 

 表等）  

イ 申請物件に使用される申請に係る木材製品等の使用予定量、予定調達費がわかる見積

書・木拾い表等  

ウ 助成金振込先に関する資料  

エ 施工者として確認できる者から都市木材需要拡大事業に申請する権利の委譲を受け

た者が申請する場合は、委譲書等権利の委譲を受けたことがわかる資料  

オ 3棟目以上の申請を行う場合、クリーンウッド法に基づく登録を受けていることを証

明する資料  

カ 3棟目以上の申請を行う場合、オに加え、以下のいずれかの要件を満たす資料  

① 山元素材生産事業者と安定供給協定を締結していることを証明する資料  

② 「脱炭素社会の実現に資する等のための建築物等における木材利用の促進に関する

法律」（平成 22年法律第 38号）の協定締結者であることを証明する資料  

③ 建築物木材利用促進協定を締結した宣言事業者との共同申請とわかる資料  

④ JAS構造材の供給者が「もりんく」登録者であり、対象となる JAS構造材について

「もりんく」の「JAS 等構造材」へ製品登録していることがわかる資料  

⑤ 「建築物に利用した木材に係る炭素貯蔵量の表示に関するガイドライン」による炭

素貯蔵量の算定又は、建築時の二酸化炭素排出削減効果の算定資料  

キ 共同申請する場合、様式 1号（共同申請） 

 

  ア、キ以外の事業申請書等の様式（参考２：図 2.3.3-1～図 2.3.3-14）は、ホームペー

ジからエクセルデータとしてダウンロードできるものとした。 

 

 (２）事業申請書記載例 

 事業申請の書類手続きを円滑に進めるため、事業申請書の記載例を作成し（別添データ資

料：事業説明書 PDF)、ホームページに公表した。 

 

 (３）事業申請審査 

 事務局は提出された申請書について、外部の有識者からなる委員会が定める基準に従っ

て審査を行った上で、実証事業の採択を決定した。 
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 事務局では書類の不備などのチェックと、内容についての審査の２段階チェックを行っ

ている。書類の不備などのチェック表を図 2.3.3-15～図 2.3.3-18（参考２）に、書類内容

についてのチェックシートを図 2.3.3-19～図 2.3.3-22（参考２）に示す。 

審査後、事務局は、図 2.3.3-23（参考２）の審査結果通知書（様式３号）を実証事業申請

者に通知した。 

  

2.3.4 現場審査 

全木連は、公募要領に基づき、必要に応じて実証事業の対象物件を確認することができる。 

（１）現地確認チェックリスト 

 現地確認チェックリストなどを図 2.3.3-24～図 2.3.3-27（参考２）に示す。 

 

2.3.5 交付申請における審査 

（１）交付申請書様式 

１) 実証事業者は、事業完了後、都市木材需要拡大事業助成金交付申請書（以下「交付申

請書」という。）（様式６号）と以下に挙げる資料を添付して、事業が完了した日から起

算して１か月を経過した日又は令和６年 11 月 29 日（金）必着のいずれか早い期日ま

でに事務局に提出していただくこととした。 

ただし、利用区分が木質耐火部材等又は JAS 構造材で地上４階建て以上の建築物に

ついては令和６年 12月 10日（火）必着とした。 

ア 都市木材需要拡大事業で得られた、木質耐火部材等、JAS構造材、内装材、木製サ

ッシの区分ごとの木材製品の利用に関する情報等をまとめた報告書（様式６号-２） 

イ 助成対象の木材製品の利用が種類ごとに明瞭に色分けされ判別することが可能な

図面 

ウ 交付金額の査定に必要となる資料（契約書等で木材製品の購入価格や加工費運搬

費等の内訳が判別できるもの） 

エ 工事記録写真 

オ 木質耐火部材等の区分（内装材又は木製サッシの区分を併用する場合を含む。）に

ついては、公募を開始した日付以降に工事の着工がなされたことを証明する資料（発

注書、指示書等）。また、JAS構造材、内装材又は木製サッシの区分（内装材及び木製

サッシの区分については、木質耐火部材等の区分を併用する場合も含む。）について

は、公募を開始した日付以降に木材製品の調達がなされたことを証明する資料（発注

書、指示書等）  

カ 建築確認申請等を行った場合は、建築確認申請等に係る確認済証の写し 

キ 事業申請時以降に建築確認申請等の計画の変更を行った場合は、建築基準法第６

条第１項若しくは同法第６条の２第１項の規定による計画変更確認申請書又は同法

第 18 条第２項の規定による計画変更通知書の写し  
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ク 助成対象物件の木材製品の種類、規格、使用量等が判別できる書類（仕様書、木拾

い表等）  

ケ 内装材及び木製サッシの区分にあっては、仕上げに使用した木材製品の種類、品質

規格（内装材）、窓枠の木材製品の種類、寸法等の仕様等が示された資料（製品カタ

ログ、取扱説明書の写し等）  

コ ３棟以上申請しようとする場合にあっては、当該規定に示された条件を満たして

いることを証明する資料  

サ 助成対象木材がクリーンウッド法に基づき合法性を確認した木材であることを示

す書面 

 

アの交付申請書の様式及び報告書等（参考２：図 2.3.5-28～図 2.3.5-39）は、ホーム

ページからエクセルデータとしてダウンロードできるものとした。 

 

（２）交付申請書記載例 

交付申請の書類手続きを円滑に進めるため、交付申請書の記載例を作成し（別添データ資

料：事業説明書 PDF)、ホームページに公表した。 

 

（３）交付申請審査 

事務局は提出された申請書について、外部の有識者からなる委員会が定める基準に従っ

て交付申請書の審査を行った。 

事務局では書類の不備などのチェックと、内容についての審査の２段階チェックを行っ

ている。書類の不備などのチェック表を図 2.3.3-40～図 2.3.3-43（参考２）に、書類内容

についてのチェックシートを図 2.3.3-44～図 2.3.3-47（参考２）に示す。 

審査後、事務局は、審査結果通知書（様式７号）を実証事業申請者に通知した。(参考２：

図 2.3.3-48) 
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2.3.6 事業の成果 

（１）実証物件の件数等の分析 

 本事業は、令和６年度に一部予算を繰り越したため、令和５年度と令和６年度において実

証事業の支援を行った。令和５年度の事業実施は、６件、助成額 10,216千円となった。内

訳として木質耐火部材１件 581千円、JAS構造材３件 9,459千円、内装材 1件 116千円、木

製サッシ 1件 60千円となっている。 

また、令和６年度の事業実施では、件数、助成額が、33件、137,389千円（JAS 構造材 31

件 133,227千円、内装材１件 3,162千円、木製サッシ１件 1,000千円）で、令和５年度実施

分と令和６年度実施分の合計で 39件、147,605千円（木質耐火部材 1件 581千円、JAS構造

材 34件 142,686千円、内装材 2件 3,278千円、木製サッシ 2件 1,060千円）となった。 

  

全 39件について、県別の件数を見ると、大阪が 10件、北海道と東京が 7件となっており

北海道と都市圏に件数が集中している。 

 また用途別に見ると、共同住宅が 13 件、戸建て住宅（4 階建て）と長屋、寄宿舎がそれ

ぞれ 1件で住宅系が全物件 39件の４割を占めている。そのほかでは事務所が 5件、老人ホ

ームと飲食店が４件となっており、今後は非住宅での活用に向けた取り組みが必要といえ

る。 

 

県別実績 

県 助成件数 県 助成件数 

北海道 7 岐阜 1 

群馬 1 静岡 1 

千葉 3 愛知 1 

東京 7 大阪 10 

新潟 3 兵庫 3 

福井 1 長崎 1 

  合計 39 
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用途別実績 

用途 助成件数 用途 助成件数 

共同住宅 13 水産物の養殖場 1 

長屋 1 店舗 1 

寄宿舎 1 飲食店 4 

戸建て住宅（4階建て） 1 葬儀所 1 

老人ホーム 4 事務所 5 

保育園 1 倉庫 3 

簡易宿所 2 集会所 1 

  総計 39 

 

（２）実証報告の分析 

実証事業者から、実証事業で得られた部材使用等に関する利点や不利、要望につい

ての報告を受けた。以下はその結果についてまとめたものである。 

 

【ア 木質耐火部材】 

助成件数が１件であるため、分析に至らなかったが、報告内容を取りまとめると以下

のとおりである。 

 

Ⅰ 建築物に係る基礎的情報 

１ 建築物の用途 ：店舗 1件 

２ 防火地域等 ：防火地域 

３ 構造設計ルート ：限界耐力計算 

４  主要構造部の構造：準耐火構造（４５分） 

５ 建築基準法第 21条・27条の適用等 

    建築基準法第 21条・27条の適用を受けない 

６ 建築基準法第 61条の適用 ：準耐火建築物 

７ 階ごとの構造 ： 軸組工法 
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Ⅱ 施工業者の施工実績 

１ 助成事業者の年間施工棟数 

   施工事業者の年間施工棟数は５棟 

２ 助成事業者の耐火構造又は準耐火構造の施工実績 

   助成事業者のこれまでの耐火構造の施工実績は０で準耐火構造の施工実績は０棟 

  

Ⅲ 使用した耐火部材 

 助成件数が１件で、耐火部材等は燃えしろ設計・構造用集成材が使用されていた。 

 採択理由は、強度も強く、スパンを飛ばせることができるため集成材を採用したとなっ

ている。 

 

Ⅳ アンケート結果 

① 耐火・準耐火構造において木造を選択することの優位な部分 

・万が一火災が起きても、延焼を遅らせることができる。 

 

② 耐火・準耐火構造において木造を選択することの不利な部分 

・石膏ボード等を用いて被覆するためコスト面がかかる。 

 

③ 木質耐火部材を採用した理由 

・強度も強く、スパンを飛ばせることができるため集成材を採用した。 

 

④ 設計時の課題とその課題解決の対応 

・無垢材を被覆することで意匠性が下がる。コストもかかる 

 

⑤ 都市木事業に申請した動機 

  ・設計事務所から進められたので申請した。 

 

⑥ 今後の木造の耐火・準耐火構造建築物の施工に向けた取組方針とその理由  

今後の取組み方針 理  由 

積極的に取り組みたい ・積極的に取組むことにより会社の対応力、認知度が上がる。 
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【イ JAS構造材】アンケートの概要 

JAS構造材の助成を受けた事業実施者からのアンケートの概要を以下に記載する。設問

により回答数が異なるが、事業実施 34件のうち 34 件の回答数となっている。 

 

① JAS構造材を利用したメリット（回答 34件）イエス 28件(82%) ノー6件(18%) 

 

 

② JAS構造材利用のメリットがイエスの理由（回答 28件） 

 ・品質が良い     20件(23%) 

・寸法精度が良い     10件(11%) 

 ・施工性が良い     10件(11%) 

 ・構造安全性が高い     22件(25%)  

・信頼性が高い         22件(25%) 

・コストパフォーマンス     1件(1%) 

・その他       2件(2%) 

 

③ 工事費と木材費用 

〇工事費のうち木工事費（木材費含む）/床面積（㎡）    

範囲   件数 ％  

A 1万円以上 2万円未満  6 18%  

B 2万円以上 3万円未満 15 44%  

C 3万円以上 5万円未満  7 21%  

D 5万円以上 10万円未満  6 18%  

E 10万円以上   0  0%  

合計 34     100%  

 

28

82%

6

18%

JAS構造材を利用したメリット

Yes

No
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〇木工事費のうち木材費（JAS構造材）/床面積（㎡）   

範囲  件数 ％ 

A 5千円以上 1万円未満  2  6% 

B 1万円以上 2万円未満 25 74% 

C 2万円以上 3万円未満  5 15% 

D 3万円以上 5万円未満  1  3% 

E 5万円以上    1  3% 

合計   34     100% 
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〇木工事費のうち木材費（JAS構造材以外）/床面積（㎡）    

範囲   件数 ％  

A 1千円未満    7 21%  

B 1千円以上 3千円未満  7 21%  

C 3千円以上 5千円未満 10 29%  

D 5千円以上 1万円未満  7 21%  

E 1万円以上 1.5万円未満  2  6%  

F 1.5万円以上   1  3%  

合計   34     100%  

 

 

④ 今後の JAS構造材への希望や期待（回答 34件） 

・安定供給      6件(18%) 

・補助事業の拡大・簡素化    4件(12%) 

 ・価格安定・コストダウン   15件(44%)   

・品質向上・安定確保   10件(29%) 

・JASマークの表示方法（大きく、統一）  1件( 3%) 

・JAS材の普及     1件( 3%) 

・国産材の利用拡大     2件( 6%)  

・その他・特になし      6件(18%) 
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 ⑤ JAS構造材の調達 

   調達については。既存の取引先である地元木材店やプレカット工場から調達してお

り、調達に苦労することは無い。 

  

〇供給業者を探す苦労  

回答    件数 

とても苦労した    0 

やや苦労した    2 

どちらともいえない    0 

あまり苦労しなかった   9 

苦労しなかった   23 

  

〇どのように業者を見つけたか  

回答    件数 

既存取引先    31 

取引先からの紹介    4 

本事業のホームページ   0 

その他インターネット   0 

その他     1 

  

〇供給業者の業種  

回答    件数 

JAS製材工場   10 

地元材木店     2 

プレカット工場   21 

商社等流通業者   13 

その他     0 

  

 

⑥ JAS材と JAS材以外との価格比較 

 価格については、機械等級区分と目視等級区分ごとに調査した。 

 機械等級区分では JAS材が高いが 7割を占めているが、目視等級区分は２割にとどま

っている。 

（機械等級区分） 

回答    件数 
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JAS材の方が高い   10 

変わらない     1 

JAS材の方が低い    0  

比較していない    3 

 

（目視等級区分） 

回答    件数 

JAS材の方が高い     2 

変わらない      2 

JAS材の方が低い     0  

比較していない     5 

 

⑦ JAS材と JAS材以外との納期比較 

 納期については機械等級区分と目視等級区分ごとに調査した。 

 機械等級区分も目視等級区分も変わらないが概ね半数を占めており、納期に大きな差

は無い。 

 

（機械等級区分） 

回答    件数 

JAS材の方が長い     5 

変わらない      7 

JAS材の方が短い     0 

比較していない     2 

  

（目視等級区分） 

回答    件数 

JAS材の方が長い     0 

変わらない      4 

JAS材の方が短い     0 

比較していない     5 

  

⑧ JAS構造材の今後の利用（回答 34件）  

回答    件数 

とても利用したい   27 

やや利用したい     7 

どちらともいえない    0 
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あまり利用したくない   0 

利用したくない    0 

 

【ウ CLT】 

 今回の事業実施において CLTを助成対象として使用した事業はなかった。 

 

【エ 内装材】 

 内装材は飲食店 1件、共同住宅１件の計２件事業実施があり、内装材を選択した理

由としては、施主の意向や室内の質感の向上を上げており、メリットとして自然素材

を利用していることによる空間の落ち着きや温かみの体感の他、共同住宅では入居率

向上への期待が上げられた。 

 デメリットの回答は無く２件とも今後も内装木材の利用を希望している。 

 

① 内装に木材を選択した理由 

 ・施主の意向 

 ・突板フロアの質感が良い   

② 木材利用のメリット  

 〇イエス ２件 

  ・室内空間の落ち着き、温かみの体感 

  ・入居率の向上が期待できる（共同住宅） 

 〇ノー ０件  

③ 木材利用のデメリット 

 ○イエス 0件 

 ○ノー  2件 

④ 今後の内装木質化に対する希望や期待 

 ・自然素材である木材は、人が過ごす空間に用いることで温かみのある、また体に

も優しい商品ですのでぜひ皆様に使っていただきたい。 

・お手入れしやすいデザイン性の高い製品が増えればよいと思う。 

⑤ 施工中の内装木質化に対する普及の取組 

 ・設計事務所、お施主には、天然木に関心の高い方が多いので口コミ等で広がって

いくよう心がけている。 

 ・施行中の内覧の際に自然の質感でよい商品を使っていると説明している。 

⑥ 供給業者を探すのに苦労したか 

 ・苦労しなかった  １件 

 ・あまり苦労しなかった １件 

⑦ 業者を見つけた方法 
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 ・既存取引先  １件 

・その他インターネット １件 

⑧ 内装木材と非木質系内装材の価格比較 

 ・変わらない  １件 

・比較していない  １件 

⑨ 内装木材と非木質系内装材の納期の比較 

・変わらない  ２件 

⑩ 今後、他物件での内装木材の利用 

 ・とても利用したい  １件 

 ・利用したい  １件 

 

【オ 木製サッシ】 

 木製サッシは飲食店 1件、共同住宅１件の計２件事業実施があり、木製サッシを選

択した理由やメリットとして、施主の意向や断熱、気密性、意匠性の良さを上げてい

る一方で、デメリットとしてアルミや複合サッシに比べ価格が高いことを上げてい

る。２件とも今後も木製サッシの利用を希望している。 

 

① 木製サッシを選択した理由 

 ・お施主の意向   1件  

 ・断熱、気密性、意匠性が良いため 1件 

② 木製サッシ利用のメリット  

 〇イエス ２件 

  ・自然素材、天然無垢木材を使う、今回は建物正面の窓ということもあり、アク

セントにもなり、有効であった。 

  ・断熱性能の向上 

 〇ノー ０件  

③ 木製サッシ木材利用のデメリット 

 ○イエス 1件 

  ・アルミサッシ、複合サッシに比べ価格が高い 

 ○ノー  1件 

④ 今後の木製サッシに対する希望や期待 

 ・自然素材の、木製製品が耐久性の高い商品が出ることで普及して活性化すること

を期待している。 

・供給スピード。 

⑤ 供給業者を探すのに苦労したか 

 ・苦労しなかった  ２件 
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⑥ 業者を見つけた方法 

 ・既存取引先  １件 

・その他インターネット １件 

⑦ 木製サッシと非木質系サッシの価格比較 

 ・高い   ２件 

    比較した種類 アルミ、樹脂 

⑧ 木製サッシと非木質系サッシの納期の比較 

・長い   ２件 

⑨ 木製サッシと非木質系サッシの納期の比較 

・長い   ２件 

⑩ 木製サッシの今後利用 

 ・とても利用したい  １件 

    性能、デザイン性も良く、グループ会社で木製サッシを制作しているため。 

 ・どちらともいえない １件 

    予算に余裕があれば利用したいが、現時点では難しい。 

    コストが改善されれば利用したい。 

 

（３）実証報告の分析と改善方法 

 木質耐火部材の助成は 1 件であったため分析には至らなかったが、燃えしろ設計の集

成材を使用しており、採用理由として強度も強くスパンを飛ばせることを上げている。 

 内装材については、施主の意向や自然素材を利用していることによる質感の向上など

が上げられ、デメリットの回答は無かった。 

 また、木製サッシについて、施主の意向や断熱、気密性、意匠性の良さを上げている

一方で、デメリットとしてアルミや複合サッシに比べ価格が高いことを上げている。 

 これに対して事業実施件数で太宗を占める JAS 構造材については 34 件助成し 34 件の

回答を得た。JAS構造材利用のメリットがあるとの回答は 8割を占め、品質が良いこと、

構造安全性が高いこと、信頼性が高いことなどが上げられている。 

 JAS 材と JAS 材以外の材との価格比較や納期比較については、機械等級区分では、価

格は JAS 材の方が高いが 7 割を占めていいたが、目視等級区分では 2 割にとどまってい

る。納期については機械等級区分も目視等級区分も「変わらない」が概ね半数を占め、

納期の差は無い。 

 また、今後の JAS 構造材への希望や期待として、価格安定やコストダウン、品質も向

上安定を望む意見が上位を占めた。 
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＜参考１＞都市木利用拡大宣言事業様式 

図 2.2.2-1 都市木利用拡大宣言登録申請書の様式 １ 
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図 2.2.2-2 都市木利用拡大宣言登録申請書の様式 ２ 
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図 2.2.2-3 都市木利用拡大宣言登録申請書の様式 ３ 
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図 2.2.2-4 誓約書 
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図 2.2.2-5 拡大宣言（宣言事業者自社掲示用） 
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図 2.2.2-6 都市木利用拡大宣言登録申請書の記入例① 

 

 

図 2.2.2-7 都市木利用拡大宣言登録申請書の記入例② 
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図 2.2.2-8 都市木利用拡大宣言登録申請書の記入例③ 

 

 

図 2.2.2-9 拡大宣言（宣言事業者自社掲示用）の記入例④ 
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＜参考２＞都市木材需要拡大事業 

図 2.3.3-1 様式 1号（木質耐火部材等）
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図 2.3.3-2 様式 1号（JAS構造材）
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図 2.3.3-3 様式 1号（内装材）
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図 2.3.3-4 様式 1号（木製サッシ）
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図 2.3.3-5 様式 1号別添-1（木質耐火部材）
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図 2.3.3-6 様式 1号別添-1（JAS構造材）
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図 2.3.3-7 様式 1号別添-1（内装材）
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図 2.3.3-8 様式 1号別添-1（木製サッシ）
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図 2.3.3-9 様式 1号別添-2（各事業共通様式）（※R6事業のみ）
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図 2.3.3-10 様式 1号-別紙 1（JAS構造材のみ）
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図 2.3.3-11 様式 1号（木質耐火部材）チェック表
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図 2.3.3-12 様式 1号（JAS構造材）チェック表
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図 2.3.3-13 様式 1号（内装材）チェック表
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図 2.3.3-14 様式 1号（木製サッシ）チェック表
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図 2.3.3-15 （木質耐火部材）事務局用事業申請チェック表
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図 2.3.3-16 （JAS構造材）事務局用事業申請チェック表

  



62 

 

図 2.3.3-17 （内装材）事務局用事業申請チェック表
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図 2.3.3-18 （木製サッシ）事務局用事業申請チェック表
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図 2.3.3-19 （木質耐火部材）事業申請審査用チェック表
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図 2.3.3-20 （JAS構造材）事業申請審査用チェック表
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69 
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図 2.3.3-21 （内装材）事業申請審査用チェック表
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図 2.3.3-22 （木製サッシ）事業申請審査用チェック表
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図 2.3.3-23 様式 3号 都市木材需要拡大事業審査結果通知書
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図 2.3.3-24 （木質耐火部材）現地確認チェックリスト
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図 2.3.3-25 （JAS構造材）現地確認チェックリスト 
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図 2.3.3-26 （内装材）現地確認チェックリスト
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図 2.3.3-27 （木製サッシ）現地確認チェックリスト
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図 2.3.3-28 様式 6号（木質耐火部材等）
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図 2.3.3-29 様式 6号（JAS 構造材） 
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図 2.3.3-30 様式 6号（内装材）
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図 2.3.3-31 様式 6号（木製サッシ）
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図 2.3.3-32 様式 6号 別紙 1（木質耐火部材等）
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図 2.3.3-33 様式 6号 別紙（JAS構造材）
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図 2.3.3-34 様式 6号 別紙 3（内装材）
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図 2.3.3-35 様式 6号 別紙 4（木製サッシ） 
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図 2.3.3-36 様式 6号（木質耐火部材）チェック表
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図 2.3.3-37 様式 6号（JAS構造材）チェック表
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図 2.3.3-38 様式 6号（内装材）チェック表
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図 2.3.3-39 様式 6号（木製サッシ）チェック表
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図 2.3.3-40 （耐火部材等）事務局用交付申請チェック表
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図 2.3.3-41 （JAS構造材）事務局用交付申請チェック表
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図 2.3.3-42 （内装材）事務局用交付申請チェック表
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図 2.3.3-43 （木製サッシ）事務局用交付申請チェック表
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図 2.3.3-44 （木質耐火部材）交付申請審査用チェック表 
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図 2.3.3-45 （JAS構造材）交付申請審査用チェック表 
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図 2.3.3-46 （内装材）交付申請審査用チェック表 
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図 2.3.3-47 （木製サッシ）交付申請審査用チェック表 
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113 
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図 2.3.3-48 様式 7号 都市木材需要拡大事業助成金交付決定通知書 

    



115 

 

＜参考３＞現地調査報告書の写真等（抜粋） 

  全木連が行った現地調査報告書からの写真等の抜粋を示す。 

NO.1  

調査日時 令和 6 年 12 月 3 日（火）13：30～15：30 

申請者 山万株式会社 

名称 （仮称）ユーカリが丘もりの保育園 新築工事（A612-037-1） 

所在地  千葉県佐倉市青菅字木ノ宮大割 1023 番 3、1023 番 4 の一部 

用途 08180 保育園 

階数 地上 1 階  延べ床面積 630.18 ㎡ 

 使用 JAS構造材 
枠組壁工法用製材、構造用集成材、構造用 LVL、保存処理
材、構造用合板 

総木材 92.1403 ㎥ 内国産材 0 ㎥ 

JAS構造材 84.5744 ㎥ 内国産材 0 ㎥ 

 

 
 

Google 地図における 

佐倉市青菅字木ノ宮大割 1023 番 3,4 の一部 

スマホで 

現在地の確認 

建設地 現地 
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建物外観： 北側より 建物外観： 西側より 

 

 

工事看板 
 

建築基準法の確認済の内容 
建設業の許可票 

表記（共通） 〇： JAS 印字・シール 
▽： 寸法計測 確認 

▼： 聴取（記録）確認 

  

内観： Y3 通から Y20 通を見る 
X36～X44 通の範囲 

内観： Y30 通から Y3 通を見る 
X39～X32 通の範囲 
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内観： X28 通から X1 通を見る 
Y22～Y32 通の範囲 

内観： X3 通から X24 通を見る 
Y25～Y34 通の範囲 

  

1階 X39～32通×Y25～34通 土台 
JAS保存処理材 K3  

1階 X34～39通×Y31～32通 土台 
JAS保存処理 K3 印字  

  

1階 X34～39通×Y31～32通 土台 
JAS保存処理材 JASマーク印字  

1階 X34～28通×Y3～8通 
床（大引）の範囲変更を確認 

保存処理 K3 

JAS マーク 
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1階  X43～34通×Y3～10通  
JAS 枠組壁工法用製材 

1階  X40～41通×Y8通 縦枠 
JAS 枠組壁工法用製材 JASマーク 

  

1 階 X43～37 通×Y6～3 通 
JAS 枠組壁工法用製材 

1 階 X42～37 通×Y4 通 トラス 
JAS 枠組壁工法用製材 JAS マーク 

  

1 階 X35～31 通×Y17～20 通 
まぐさ JAS 構造用集成材 

1 階 X32～31 通×Y17～20 通 まぐさ 
JAS 構造用集成材 JAS マーク 
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1 階 X31～32 通×Y11～14 通  
まぐさ 410 JAS 構造用集成材 計測 

1 階 X44×Y4～7 通   
JAS 構造用集成材：まぐさ 410 計測  

JAS 枠組壁工法用製材：トラス架け方確認 

  

1 階 X28～32 通×Y12～3 通 
柱・梁：構造用集成材（ﾎﾞｰﾄﾞ貼り済） 

1 階 X32～26 通×Y23～3 通 
X20~21 通り梁：構造用集成材の追加 

  

1階 X42～39通×Y33～25通 
小屋組： JAS 枠組壁工法用製材 

軒桁： JAS 構造用集成材 

1階 X39～42通×Y34通  
梁： 構造用集成材→LVL に変更 

JASマーク未確認 

235m

m 

梁追加 

2×4 確認 

集成材の桁 

2×4 梁 

構造用 LVL 
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1階 X11～28通×Y23～26通 
小屋組： JAS 枠組壁工法用製材 

柱・梁：構造用集成材（ﾎﾞｰﾄﾞ貼り済） 

1階 X14～15通×Y23～26通 
JAS 枠組壁工法用製材 JASマーク 

  

1 階 X27～14 通×Y30～34通 
壁： JAS 枠組壁工法用製材 

1 階 X26～27 通×Y33～34通 縦枠 
JAS 枠組壁工法用製材 JAS マーク 

  

1 階 X24～29 通×Y33～34通 縦枠 
JAS 枠組壁工法用製材 JAS マーク 

1 階 X34-36 通×Y17 通 通しまぐさ 
JAS 枠組壁工法用製材 JAS マーク 

JAS マーク 
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1 階 X12～19 通×Y32～26通  
縦枠： JAS 枠組壁工法用製材 

1 階 X2～3×Y31～33 通 天井根太、 
垂木：JAS 枠組壁工法用製材 JAS マーク 

  

1 階 X9～11 通×Y29～34通 
壁・小屋： JAS 枠組壁工法用製材 

まぐさ： JAS 構造用集成材 

1 階 X11 通×Y30 通  縦枠：  
JAS 枠組壁工法用製材 JAS マーク 

  

1 階 X8～10 通×Y30～31通 天井根太： 
JAS 枠組壁工法用製材 JAS マーク 

1 階 X11 通×Y30～34 通 
JAS 構造用集成材 JAS マーク 

JAS マーク 
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1 階 X7～2 通×Y23～26 通 トラス 
空調ｽﾍﾟｰｽ廻り：JAS 枠組壁工法用製材 

1 階 X1～8 通×Y23～34 通  
壁・小屋組：JAS 枠組壁工法用製材 

  

1 階 X3～1 通×Y29～33 通 
まぐさ JAS 構造用集成材 

1 階 X1 通×Y30～32 通 まぐさ  
JAS 構造用集成材 JAS マーク 

  

1 階 X19～24 通×Y29～26通 
まぐさ JAS 構造用集成材 

1 階 X21～24 通×Y26 通 まぐさ 410 
JAS 構造用集成材 計測確認 

まぐさ：JAS 
構造用集成材 

235mm 

2×4 頭つなぎ 
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1 階 X36～44 通×Y8～3 通 床 
JAS 構造用合板（西北ﾌﾟﾗｲｳｯﾄﾞ製） 

1 階 X40 通×Y4 通 床 
JAS 構造用合板 JAS マーク 

  

1 階 X15～24 通×Y26～34通 床 
JAS 構造用合板（日新） 

1 階 X15～16 通×Y28～29通 床 
JAS 構造用合板 JAS マーク 

  

1 階 X1～11 通×Y22～34通 床 
JAS 構造用合板（西北ﾌﾟﾗｲｳｯﾄﾞ）  

1 階 X4～5 通×Y30 通 床 
JAS 構造用合板 JAS マーク 

  

JAS マーク 

JAS マーク 

JAS マーク 
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No.2  

調査日時 令和 6 年 11 月 1 日(金) 13：30-15:00 

申請者 有限会社 松永和廣設計事務所 

名称 （仮称）元気広場下清水新築工事（A622-045） 

所在地  静岡県静岡市清水区下清水 371-2 の一部 370-2 の一部他 

用途 08220 児童福祉施設等 

階数 地上 1 階  延べ床面積 661.19 ㎡ 

 使用 JAS構造材 構造用集成材、直交集成板（CLT）、構造用合板 

総木材 100.3697 ㎥ 内国産材 59.4884 ㎥ 

JAS構造材 93.0451 ㎥ 内国産材 34.0470 ㎥ 

 

 

 

スマートフォンで現在地確認 Google 地図における清水区下清水 371-2 
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労災保険掲示板 確認お知らせ板 

  

外観  西面 外観 西-南角面 
 

  

土台 21 道り×わ～ら間 AQ 認証→対象外材 土台 AQ 認証材→対象外材 
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土台 機械等級製材 檜 E90 105×105 土台 有限会社 小寺製作所 棚頭工場    
認定番号 JLIRA-B・37・03（JAS 認定工場） 
認定区分：機械等級区分構造用製材 

  

土台外観 21 道り×り～よ間   土台外観 21 通り 

  

管柱 構造用集成材 E90―F315 スプルース 105×105  銘建工業 
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管柱 105×105 構造用集成材 管柱 105×105 構造用集成材 

  

柱 1 道り×り～た間 ＋間柱 （追加）  管柱 て道り×12-16 間  

  

内観 1 道り×い道り 方向 内観 テ－あ間 道り面 
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内観 18 道り い-と間より 1 道りを見る  梁 機械等級製材 杉 E70 

  

火打ち材 機械等級製材 杉 E70 90×90 梁 構造用集成材  

  

トラス 構造用集成材 水平梁米松 E120-F330 
120×450 ／  小屋束・圧縮材 E120×F375    

120×120 
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内観 トラス 火打ち（金物） 
トラス 水平材：圧縮材斜材：小屋束：登り梁   

母屋杉 E70 機械等級製材／構造用集成材 E105-F300  

  

トラス 水平梁：米松集成材 接合金物 梁 ジョイント金物 

  

現場確認 火打ち材 杉 機械等級製材 E70 90×90 
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床 材  構 造 用 合 板  24mm  （ 外 材 ）     

JAS マークは交付申請時提出 

床材 構造用合板 小梁：機械等級製材 E70  

90×90 

  

トラス  ラミナビーム 

  

トラス 内観 内観 
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内観 右 11 道りから 1 道り方向を見る      トラス／母屋／ 屋根：ルーフデッキ 
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NO.3  

調査日時 令和 6 年 11 月 21 日（木）10：00～11：30 

申請者 ou2 株式会社 

名称 圓山大地様邸新築工事（A615-031） 

所在地  東京都板橋区前野町三丁目 24 番 38 

用途 08010 一戸建ての住宅 

階数 地上 4 階  延べ床面積 425.59 ㎡ 

 使用 JAS構造材 構造用集成材、構造用合板 

総木材 117.5083 ㎥ 内国産材 25.1314 ㎥ 

JAS構造材 79.8103 ㎥ 内国産材 1.2396 ㎥ 

 

 

スマートフォンで現在地確認 Google 地図における板橋区前野町三丁目 

  

確認及び労災保険掲示板 お知らせ板 
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外観  南東面                外観  南西面 

■１階 

  

土台：構造用集成材 檜 E95-F315 120×120 土台 120 寸法確認 
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土台 120×2 本 寸法確認 土台 A 通り 

  

土台  JAS マーク（構造用集成材シール）   

120 寸法確認   

土台 A 通り 

  

土台 Y2 通り 南面 土台 Y4´通り 
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土台 構造用集成材 JAS マーク 土台 構造用集成材 120×120 2 本並び 

  

1F／柱 Y6 通り 左側 SE 工法（株）NCN  1F／柱  構造用集成材  赤松  E105-F300  
120×360 ×2 本 

以下 1 階 柱、桁梁写真   

  

柱 X1 通り Y6-Y5 通り間 柱 120 ×2 本 
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柱 360 寸法確認  梁 150×360 ×2 本  

  

柱 150×360  ×2 本 柱  A 通り 

  

C12 柱 構造用集成材 E95-F315 120×120 C12 柱 構造用集成材 E95-F315 120×120 
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梁 構造用集成材 Y6 通り 120×600  ×

2 本 Y6 通り 3 本目梁：120×240 
 梁構造用集成材 Y5-Y6 間 120×600 ×2 

  

桁梁 Y5 通り 120×240 ×2 梁 構造用集成材 JAS マーク 

  

梁 JAS マーク 構造用集成材 桁梁・２F 床材／JAS 構造用合板 28  



138 

 

  

桁梁・２F 床材  桁梁・２F 床材  

  

梁 参考 柱脚 ベースプレート（ラーメン） 

■2 階  

  

柱 構造用集成材 JAS マーク 柱 構造用集成材 JAS マーク 
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柱 Y3 通り 構造用集成材 赤松  柱  

        E95-F315  120×120  

  

桁梁 構造用集成材 桁梁 構造用集成材 JAS マーク 
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桁梁 構造用集成材 JAS マーク 桁梁 構造用集成材 JAS マーク 

 

 

桁梁 構造用集成材 JAS マーク 桁梁 構造用集成材 JAS マーク 
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桁梁 構造用集成材 JAS マーク 桁梁 構造用集成材 JAS マーク 

  

2 階床 構造用合板 28ｍｍ 2 階床 構造用合板 28ｍｍ 

    JAS 印字 
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■3 階   

  

3 階  X1×Y5 通りより 910 ダブル柱 
JAS 構造用集成材 

3 階  X1 通りより 6000×Y4 通りより 1130 
ダブル柱 JAS 構造用集成材 

  

3 階  X2 通りより 300×Y4 通りより 1130 
柱 JAS 構造用集成材 

3 階  X2 通りより 2500×Y4 通りより 2780 
ダブル柱 JAS 構造用集成材 

  

3 階 JAS 構造用集成材  JAS マーク 3 階  X2 通り×Y2 通り周辺 
 JAS 構造用合板 
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3 階 JAS 構造用合板 3 階 X1×Y6 通り方向 梁 JAS 構造用集成材 

  

3 階 Y6 通り方向 梁 JAS 構造用集成材 3 階 Y3～通り方向 梁 JAS 構造用集成材 

■4 階   

  
4 階  X1×Y6 通 梁 JAS 構造用集成材 4 階  X1×Y6 通 梁 JAS 構造用集成材 

JAS マーク 
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4 階  X1×Y5.6 通 梁 JAS 構造用集成材 4 階  X1×Y5.6 通 梁 JAS 構造用集成材 

JAS マーク 

  

4 階  X1.5 付近×Y3～3.5 通 母屋 
JAS 構造用集成材 

4 階 X1.5 付近×Y3～3.5 通 母屋 
JAS 構造用集成材  JAS マーク 

  

4 階  X1.7×Y3.6 通 小屋束 
JAS 構造用集成材 

4 階  X1.7×Y3.6 通 小屋束 
JAS 構造用集成材 JAS マーク 
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4 階  X1.2×Y3.5 通 柱 

JAS 構造用集成材 
4 階  X1.2×Y3.5 通 柱 

JAS 構造用集成材 JAS マーク 

  
4 階  X1.9×Y5.2 通 柱 

JAS 構造用集成材 
4 階  X1.9×Y5.2 通 柱 

JAS 構造用集成材 JAS マーク 
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4 階  X1.3 付近～×Y4～5 付近通 床材 

JAS 構造用合板 
4 階  X1.3 付近～×Y4～5 付近通 床材 

JAS 構造用合板 JAS マーク 

  

4 階 内観 4 階 内観 
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NO.4  

調査日時 令和 6 年 11 月 22 日（金）15：00～16：30 

申請者 （株）東京組 

名称 
（仮称）南麻布 5 丁目 AP 計画 新築工事（A615－020－1、
A615－020－2） 

所在地   東京都港区南麻布 5 丁目 17 番 33 

用途 08030 共同住宅 

階数 地上 3 階  延べ床面積 168.51 ㎡ 

使用 JAS構造材 
枠組壁工法構造用製材、構造用集成材、構造用単板積層材
（LVL） 

 
使用木製サッシの数 27窓 

総木材 37.3840 ㎥ 内国産材 15.7366 ㎥ 

JAS構造材 16.0699 ㎥ 内国産材 15.0157 ㎥ 

 

 

Google 地図における 

東京都港区南麻布 5 丁目 17 番 33 

スマホで 

現在地の確認 

建設地 
現地 
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建物外観： 東側 道路面 建物外観： 北東側 道路面 

  

工事看板 建築基準法の確認済の内容 建設業の許可票 

  

3階 X1×Y0通 垂木 
2×4材 JAS マーク無し 

3階 X1×Y0通 垂木 
2×4材 JASマーク無し 
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3階 X1×Y0通 垂木、野地板、上枠 
2×4材 JAS マーク無し 

3階 X0×Y1通 垂木、野地板、上枠 
2×4材 JASマーク無し 

  

3階  X4×Y2付近通  
JAS LVL JASマーク無し 

3階  X4×Y2付近通  
JAS LVL JASマーク無し 

  

3 階 X4×Y8 通 
JAS 構造用集成材 

3 階 X4×Y8 通 
JAS 構造用集成材 JAS マーク 
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3 階 X0×Y1 通 たて枠 

2×4 材 
3 階 X0×Y1 通 たて枠 

2×4 材 JAS マーク 

  
3 階 X0×Y1 通 下枠 

2×4 材 JAS マーク 
3 階 X0×Y5 通 壁面材 
構造用合板 JAS マーク 

  
3 階 X0×Y5 通 壁面材 
構造用合板 JAS マーク 

3 階 X4～X6×Y11 通 まぐさ 
構造用集成材  
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2階 X0～5×Y2～3通 床根太 
2×4材 SPF、 JASマーク無し 

2階 X0～5×Y3～4通 床根太 
2×4材 SPF、 JASマーク無し 

  

2階 X0～5×Y3通 床根太 
2×4材 寸法計測 

2階 X5～0×Y0～4通 床根太、上下枠 
2×4材 SPF、JASマーク無し 

  

2階 X9～4×Y7～11通 床根太 
2×4材 SPF、 JASマーク無し 

2階 X0～5×Y1～2通 
JAS構造用集成材 寸法計測 
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2階 X5×Y0～5通 
JAS構造用集成材 

2階 X5×Y0～5 通 
JAS構造用集成材 JASマーク 

  

2 階 X0×Y2～4 通 たて枠 
2×4 材 スギ、 JAS 構造材 

2 階 X0×Y2～3 通 たて枠 
2×4 材 スギ、 JAS マーク 

  

2 階 X7×Y9 通 床材 
構造用合板 JAS マーク 

2 階 X4×Y4 通 床材 
構造用合板 JAS マーク 

JAS シール 

JAS マーク 
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1 階 X5～0×Y0～5 通 床根太 
2×4 材 SPF、 JAS マーク無し 

1 階 X3～5×Y1～5 通 床根太 
2×4 材 SPF、 JAS マーク無し 

  

1 階 X7～2×Y6～11 通 床根太 
2×4 材 SPF、 JAS マーク無し 

1 階 X5～6×Y7 通 床根太 
2×4 材 SPF、 JAS マーク無し 

  

1 階 X8～6×Y7～9 通 
JAS 構造用集成材 

1 階 X7×Y7～8 通 
JAS 構造用集成材 JAS マーク 
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1 階 X0×Y0～4 通 床根太、上下枠  
2×4 材 SPF、 JAS マーク無し 

1 階 X0～2×Y9～6 通 たて枠 
2×4 材 スギ、 JAS 構造材 

  

1 階 X0×Y1～3 通 たて枠 
2×4 材 スギ、 JAS 構造材 

1 階 X0×Y2 通 たて枠 
2×4 材 スギ、JAS マーク 

 

 

1 階 X0～1×Y3～4 通 床：構造用合板  
期限までに施工完了とのこと 

1 階 X1×Y3～4 通 床材 
構造用合板 JAS マーク 

JAS マーク 

JAS マーク 
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■木製サッシ 

  

内観：1 階 エントランス X0 通 
木製サッシ取付状況 

木製サッシ WW-07 杉 ｷｯﾌﾟ内倒し 
1 階 エントランス X0 通 

  

内観：1 階 101 号室 キッチン、居室 
Y11、X9 通 木製サッシ取付状況 

木製サッシ WW-06 杉 ﾄﾞﾚｰｷｯﾌﾟ片開き 
1 階 101 号室 キッチン Y11 通   

  

木製サッシ WW-05 杉 ﾄﾞﾚｰｷｯﾌﾟ両開き 
1 階 101 号室 居室 Y11 通  

木製サッシ WW-04 杉 ﾄﾞﾚｰｷｯﾌﾟ両開き 
1 階 101 号室 居室 X9 通  
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内観：1 階 101 号室 UB 
 X8~7 通 木製サッシ取付状況  

木製サッシ WW-03 杉 ﾄﾞﾚｰｷｯﾌﾟ片開き 
1 階 101 号室 UB  X8~7 通 

  

内観：1 階 102 号室 居室 
X7、6、Y0 通 木製サッシ取付状況 

木製サッシ WW-02 杉 ﾄﾞﾚｰｷｯﾌﾟ両開き 
1 階 102 号室 居室 X7 通 

  

木製サッシ WW-01 杉 ﾄﾞﾚｰｷｯﾌﾟ片開き 
1 階 102 号室 居室 X6 通 

木製サッシ WW-09、08 杉 ﾄﾞﾚｰｷｯﾌﾟ片開き 
1 階 102 号室 居室、UB  Y0 通 
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木製サッシ 外部仕様の確認 木製サッシ ﾄﾞﾚｰｷｯﾌﾟ両開き 動作確認 
※ 2 階、3 階も 1 階と同じ位置に 同じ製品が設置される 

  

2 階 階段室 X0 通 木製サッシ  
WW-16 杉 ｷｯﾌﾟ内倒し 寸法計測 

内観：2 階 201 号室 キッチン、居室 
Y11 通 WW-15、14 杉  取付状況 

  

内観：2 階 201 号室 居室、UB 
X9、X8～7 通 WW-13、12 杉 取付状況 

内観：2 階 202 号室 居室 X7 通 
木製サッシ WW-11 杉  取付状況 
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2 階 202 号室 居室 X7 通 
木製サッシ WW-11 寸法計測 

内観：2 階 202 号室 居室 X7、6 通 
WW-11：取付済、WW10：施工完了予定 

  
内観：2 階 202 号室 居室、UB Y0 通 

 木製サッシ WW-18、17： 施工完了予定 
内観：3 階 階段室 X0 通 

 木製サッシ WW-25： 施工完了予定 

 
 

内観：3 階 301 号室 キッチン Y11 通 
WW-24： 施工完了予定 

内観：3 階 301 号室 居室 Y11、X9、X8 通 
WW-23、22、21： 施工完了予定 
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内観：3 階 302 号室 居室 X7、X6 通 

WW-20、19： 施工完了予定 
内観：3 階 302 号室 居室、UB Y0 通 

WW-27、26： 施工完了予定 
 

※ 2 階：3 窓、3 階：9 窓は施工完了の上、 
 
写真記録して、交付申請で提出するとのこと 
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NO.5  

調査日時 令和 6 年 11 月 25 日（月）14:30～16：00 

申請者 （株）ケーティアイ建設工業 

名称 （仮称）泉佐野市新町 1 丁目 PROJECT（A627－004－2） 

所在地   大阪府泉佐野市新町 1 丁目 714 番 4、714 番 5 

用途 08030 共同住宅 

階数 地上 3 階  延べ床面積 168.51 ㎡ 

使用内装材 床：フローリング 

 

 
 

Google 地図における 

大阪府泉佐野市新町 1 丁目 

714 番 4、714 番 5 

スマホで 

現在地の確認 

建設地 

現地 
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工事看板 
 

建築基準法による確認済 
建設業の許可票 

  

建物外観： 道路側 東面 
 

建物外観： 道路側 西面 

  

3 階 303 号室 床：突板フローリング 
内観：LDK、洋室の施工範囲と状況確認 

3 階 303 号室 床：突板フローリング 
内観：LDK の施工範囲と状況確認 
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3 階 303 号室 床：突板フローリング 
LDK 内法寸法の計測確認 

3 階 303 号室 床：突板フローリング 
玄関 内法寸法の計測確認 

  

3 階 303 号室 床：突板フローリング 
玄関、LDK の使用製品の確認 

3 階 303 号室 床：突板フローリング 
LDK、洋室の使用製品の確認 

  

3 階 303 号室 床：突板フローリング 
内観：洋室、CL の施工範囲の確認 

3 階 303 号室 床：突板フローリング 
洋室 内法寸法の計測確認 
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3 階 303 号室 床：突板フローリング 
洋室、LDK の使用製品の確認 

3 階 302 号室 床：突板フローリング 
内観：LDK の施工範囲と状況確認 

  

3 階 302 号室 LDK 内法寸法の 
計測確認：界壁の厚さ分、巾が異なる 

303 号と同プラン 

3 階 302 号室 床：突板フローリング 
内観：洋室、CL の施工範囲の確認 

 

 

 

 

301 号室：303 号室の反転プランで 

床仕上げ状況は同じことを確認 

 

 3 階 304 号室 床：突板フローリング 
内観：廊下、玄関の施工範囲と状況確認 
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3 階 304 号室 床：突板フローリング 
内観：LDK、洋室の施工範囲と状況確認 

3 階 304 号室 床：突板フローリング 
内観：洋室、LDK の施工範囲と状況確認 

 

 

 

 

305 号室：304 号室を反転したもので 

床仕上げ状況は同じことを確認 

3 階 304 号室 床：突板フローリング 
内観：洋室、CL の施工範囲と状況確認 

 

  

3 階 306 号室 床：突板フローリング 
内観：玄関の施工範囲と状況確認 

※下駄箱の下にもフローリング施工（共通） 

3 階 306 号室 床：突板フローリング 
内観：台所の施工範囲と状況確認 

※流し下にもフローリング施工（共通） 
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3 階 306 号室 床：突板フローリング 
内観：LDK、洋室の施工範囲と状況確認 

3 階 306 号室 床：突板フローリング 
洋室、LDK の使用製品の確認 

  

3 階 306 号室 床：突板フローリング 
内観：洋室、CL の施工範囲と状況確認 

3 階 307 号室 床：突板フローリング 
内観：廊下の施工範囲と状況確認 

  

3 階 307 号室 床：突板フローリング 
内観：廊下、LDK の施工範囲と状況確認 

3 階 307 号室 床：突板フローリング 
内観：LDK、洋室の施工範囲と状況確認 
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3 階 307 号室 床：突板フローリング 
内観：洋室、CL の施工範囲と状況確認 

3 階 307 号室 床：突板フローリング 
内観：洋室、LDK の施工範囲と状況確認 

  

2・3 階床 突板フローリング 
製品確認：カタログ照合、寸法計測 

2・3 階床 突板フローリング 
製品確認：カタログ照合、品番 

 

 

 

 

 

以上、3 階 記録（堀） 

 

 

2 階：3 階と同じプランと製品 

2 階記録（武藤） 

2・3 階床 突板フローリング 
製品確認：カタログ照合、品番 
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2 階  201 号室 洋室・クローゼット  
フローリング張り 

2 階  201 号室 キッチン・廊下  
フローリング張り 

  

2 階 フローリング材 
ダイレクトエクセル 455 DXSA-WH 

2 階  202 号室 LDK・洋室  
フローリング張り 

  

2 階  202 号室 洋室・クローゼット  
フローリング張り 

2 階  205 号室 廊下・LDK・洋室  
フローリング張り 
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2 階  205 号室 LDK・洋室  
フローリング張り 

2 階  206 号室 洋室・クローゼット  
フローリング張り 

  

2 階  206 号室 洋室・クローゼット  
フローリング張り 

2 階  207 号室 玄関より廊下  
フローリング張り 

  

2 階  207 号室 LDK  
フローリング張り 

2 階  207 号室 洋室  
フローリング張り 
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1 階床：突板フローリング 
製品確認：カタログ照合 

1 階床：突板フローリング 
製品確認：裏面の品番 

  

1 階 101 号室 床：突板フローリング 
内観：台所の施工範囲と状況確認 

1 階 101 号室 床：突板フローリング 
内観：LDK、洋室の施工範囲と状況確認 

  

1 階 102 号室 床：突板フローリング 
内観：玄関の施工範囲と状況確認 

1 階 102 号室 床：突板フローリング 
内観：洋室、CL の施工範囲と状況確認 

SA4-WH/2 印

字 
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1 階 103 号室 床：突板フローリング 
内観：洋室の施工範囲と状況確認 

1 階 103 号室 床：突板フローリング 
内観：洋室、CL の施工範囲と状況確認 

  

1 階 104 号室 床：突板フローリング 
内観：洋室の施工範囲と状況確認 

1 階 104 号室 床：突板フローリング 
内観：LDK の施工範囲と状況確認 

  

1 階 105 号室 床：突板フローリング 
内観：LDK の施工範囲と状況確認 

1 階 105 号室 床：突板フローリング 
内観：洋室の施工範囲と状況確認 
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1 階 106 号室 床：突板フローリング 
内観：LDK、洋室の施工範囲と状況確認 

1 階 106 号室 床：突板フローリング 
内観：洋室の施工範囲と状況確認 

  

1 階 107 号室 床：突板フローリング 
内観：廊下、LDK の施工範囲と状況確認 

1 階 107 号室 床：突板フローリング 
内観：LDK の施工範囲と状況確認 

  

1 階 107 号室 床：突板フローリング 
内観：洋室の施工範囲と状況確認 

1 階 107 号室 床：突板フローリング 
内観：洋室、CL の施工範囲と状況確認 

 

 


